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平成３1年１月１日（１） 第55号 青 垣

　

今
上
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
御
即
位
三
十
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
衷
心
よ
り
御
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

各
地
で
様
々
な
奉
祝
事
業
や
研
修
会
が
計
画
実
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
当
会
で
は
隔
年
事
業
で
は
あ

り
ま
す
が
、
皇
居
勤
労
奉
仕
「
青
垣
奉
仕
団
」
を
昨
年
九

月
に
実
施
致
し
ま
し
た
。
当
会
会
員
の
他
、
県
内
神
社
崇

敬
者
で
構
成
し
、
平
成
最
後
の
御
奉
仕
と
の
思
い
も
あ
っ

て
か
、
有
り
難
い
こ
と
に
前
回
よ
り
十
名
程
多
い
三
十
八

名
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
二
回
目
の
御

奉
仕
で
し
た
が
、
団
長
と
し
て
は
当
然
初
め
て
で
す
。
昨

夏
は
記
録
的
な
猛
暑
で
、
九
月
初
旬
で
も
最
高
気
温
は
三

十
度
を
越
え
、
団
員
の
体
調
面
を
本
当
に
心
配
し
ま
し
た

が
、
全
員
無
事
に
最
後
ま
で
御
奉
仕
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
殿
下

よ
り
御
会
釈
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は
洵
に
有
り
難
く
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。
来
る
三
月
二

十
六
日
に
は
神
武
天
皇
山
陵
へ
親
謁
の
儀
、
新
帝
陛
下
に

お
か
れ
ま
し
て
も
大
嘗
祭
後
に
親
謁
遊
ば
さ
れ
ま
す
。
当

会
と
し
ま
し
て
も
関
係
各
団
体
と
協
力
し
、
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
し
っ
か
り
と
奉
送
迎
の
準
備
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
と
、
昨
年
の
特
記
事
項
と
し
て
は
、
個
人
的
に
は
西

日
本
大
水
害
で
被
災
し
た
宇
和
島
市
で
の
支
援
活
動
を
挙

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
災
害
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
人

数
的
な
理
由
で
当
会
単
独
で
の
活
動
が
な
か
な
か
実
施
出

来
ま
せ
ん
の
で
、
全
国
協
議
会
や
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
本
活
動
は
四
国
地
区
協
議
会
が
、
定
例
総
会

を
支
援
活
動
に
振
り
替
え
た
も
の
で
、
全
国
協
議
会
役
員

と
近
畿
地
区
へ
要
請
が
あ
っ
た
も
の
で
し
た
。
一
日
だ
け

の
活
動
で
あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
は
役
に
立
て
た
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
会
長
と
し
て
の
任
期
は
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
。
諸
活
動
に
際
し
ま
し
て
、
様
々
な
御
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
来
年
度
当
会
は
創
立
五
十
五
周
年
を
迎
え
ま

す
。
引
き
続
き
、
御
指
導
御
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

神
道
は
日
用
の
間
に
あ
り
。

　
　
　
　
　

度
会
延
佳
・
陽
復
記

会
　
長
　
挨
　
拶

多
田
佳
史

橿
原
神
宮
権
禰
宜

ま



　

去
る
平
成
三

十
年
四
月
十
九

日
に
奈
良
県
神

社
庁
に
お
い
て
、

会
員
二
十
二
名

出
席
の
も
と
、

平
成
三
十
年
度

定
例
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
議

長
に
井
関
亮
輔

理
事
が
選
出
さ

れ
、
平
成
二
十

九
年
度
活
動
報

告
と
平
成
二
十

九
年
度
決
算
報

告
、
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
承
認
を
受
け
た
。
次

に
平
成
三
十
年
度
活
動
計
画
案
、
平
成
三
十
年
度
会

計
予
算
案
が
報
告
さ
れ
、
異
議
な
く
承
認
を
受
け
た
。

最
後
に
神
田
監
事
に
よ
る
聖
寿
万
歳
が
行
わ
れ
閉
会

と
な
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
場
所
を
橿
原
観
光
ホ
テ
ル
に
場

所
を
移
し
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
総
会
に
引
き

続
き
、
鈴
鹿
副
庁
長
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
乾
杯
の
発

声
を
頂
戴
し
た
。
そ
し
て
参
加
者
一
同
、
懇
親
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。　
　
　
　
　
　

（
事
務
局
）

青 垣平成３０年１月１日 （２）第5４号

神
話
紙
芝
居
団「
か
た
り
べ
ま
ほ
ろ
ば
」活
動
報
告

　

本
年
度
の
「
か
た
り
べ
ま
ほ
ろ
ば
」
の
活
動
報
告

を
致
し
ま
す
。
先
ず
初
め
に
、
立
て
続
け
の
台
風
襲

来
の
影
響
に
よ
り
公
演
中
止
が
あ
り
、
関
係
各
位
の

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
て
、
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
年
度
の
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
、
六
月
二
十
日
、

橿
原
市
西
池
尻
町
会
館
の
「
西
池
尻
こ
ど
も
広
場
」

に
お
い
て
公
演
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
の
公

演
場
所
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
演
目
を
続
け
て
公
演

い
た
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
子
供
た
ち
の
み
な
ら
ず

父
兄
の
皆
様
に
も
興
味
深
く
ご
覧
頂
き
ま
し
て
、
有

難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
後
も
公
演
依
頼
を

頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
御
座
い
ま
す
。

　

七
月
七
日
は
春
日
大
社
に
お
き
ま
し
て
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
の
催
し
と
し
て
公
演
予
定
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

台
風
七
号
の
影
響
に
よ
り
ま
し
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

八
月
五
日
、
橿
原
神
宮
林
間
学
園
後
の
子
ど
も
会

の
公
演
を
行
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
毎
年
恒
例
の
公

演
と
な
っ
て
お
り
、
子
供
た
ち
は
熱
心
に
公
演
を
聞

き
、
楽
し
ん
で
観
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

八
月
十
二
日
に
は
近
鉄
百
貨
店
橿
原
店
に
お
き
ま

し
て「
夏
休
み
こ
ど
も
博
I
N 

近
鉄
か
し
は
ら
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
内
で
二
演
目
を
公
演
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
よ
り
毎
年
公
演
依
頼
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
回
は
初
め
て
の
日
曜
日
の
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
大
勢
の
方
々
に

観
て
頂
き
ま
し
て
、
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
と

も
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

八
月
十
六
日
は
奈
良
県
護
国
神
社
に
お
き
ま
し
て

「
東
市
高
円
の
杜
夏

ま
つ
り
」
内
の
催
し

の
一
つ
と
し
て
公
演

を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
台
風
十
五

号
の
影
響
で
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

団
内
の
活
動
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
各

公
演
の
質
の
向
上
を

目
指
す
た
め
公
演
前
に
練
習
日
を
設
け
、
紙
芝
居
の

練
習
を
行
う
と
と
も
に
、
様
々
な
確
認
作
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
団
員
同
士
の
絆
を
深
め
る
為

懇
親
会
も
定
期
的
に
開
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
課

題
と
し
て
、
公
演
の
質
の
更
な
る
向
上
と
団
員
同
士

の
関
わ
り
を
深
め
る
た
め
に
年
に
一
度
全
体
練
習
が

行
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
子
供
か
ら
大
人
に
至
る
ま
で
日
本
神
話
に

触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
我
々
「
か

た
り
べ
ま
ほ
ろ
ば
」は
、そ
の
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る

神
話
が
紙
芝
居
を
通
し
て
お
子
様
を
中
心
に
全
て
の

方
々
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
邁
進
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
私
共
の
活
動

に
ご
理
解
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と

も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
公
演
依
頼
を
頂

き
ま
し
た
皆
様
、
又
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

各
位
の
皆
様
方
に
こ
の
場
を
お
借
り
致
し
ま
し
て
熱

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　

（
等
彌　

尾
田
）

平
成
三
十
年
度  

定
例
総
会



青 垣 平成３０年１月１日（３） 第5４号

第
十
二
回  

皇
居
勤
労
奉
仕
「
青
垣
奉
仕
団
」

　

去
る
平
成
三
十
年
九
月
三
日
か
ら
七
日
の
日
程
に
て

第
十
二
回
皇
居
勤
労
奉
仕
「
青
垣
奉
仕
団
」
を
実
施
し
、

多
田
会
長
を
団
長
と
し
て
計
三
十
八
名
の
参
加
者
が
勤

労
奉
仕
に
従
事
し
た
。

　

三
日
は
京
都
駅
で
集
合
し
東
京
へ
移
動
。
靖
国
神
社

に
於
い
て
正
式
参
拝
、
遊
就
館
を
拝
観
の
後
、
宿
泊
す

る
ホ
テ
ル
「
鴎
外
荘
」
に
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
と
参
加
へ
の
想
い
を
語
っ

た
。
四
日
は
台
風
二
十
一
号
が
接
近
し
て
い
る
中
、
皇

居
へ
参
入
し
奉
仕
さ
せ
て
戴
い
た
が
、
午
後
か
ら
は
暴

風
と
な
り
中
止
と
な
っ
た
。
五
日
は
赤
坂
御
用
地
で
の

奉
仕
、
六
日
、
七
日
は
皇
居
に
て
陛
下
の
御
田
植
え
を

さ
れ
た
水
田
の
周
囲
等
を
清
掃
さ
せ
て
戴
い
た
。

　

ま
た
、
五
日
に
は
皇
太
子
殿
下
よ
り
、
七
日
に
は
天

皇
皇
后
両
陛
下
よ
り
御
会
釈
を
賜
り
一
同
声
高
ら
か
に

聖
寿
万
歳
を
申
し
上
げ
御
皇
室
国
家
の
ご
安
泰
と
世
界

の
平
和
を
祈
念
し
た
。

　

今
回
の
勤
労
奉
仕
期
間
中
に
は
台
風
二
十
一
号
や
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
に
一

同
心
を
痛
め
、
ま
た
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
も
ま
ま

な
ら
ぬ
状
況
に
あ
る
こ
と
を
心
配
し
な
が
ら
も
奉
仕
に

勤
し
ん
だ
。
し
か
し
乍
ら
御
会
釈
を
賜
っ
た
こ
と
や

皇
后
陛
下
よ
り
「
青
垣
奉
仕
団
と
は
良
い
名
前
で
す

ね
」
と
お
声
を
掛
け
て
戴
い
た
こ
と
は
一
同
忘
れ
難
い

思
い
出
と
な
っ
た
。
強
い
日
差
し
の
中
で
の
奉
仕
の
為
、

少
し
の
体
調
不
良
は
あ
っ
た
が
、
大
き
な
怪
我
も
な
く

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
充
実
し
た
勤
労
奉
仕
と

な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
廣
瀬　

樋
口
）

多
田　

佳
史

樋
口　

忠
親

網
干　

鶴
太

稲
熊　

高
子

稲
熊　

典
子

大
橋　

良
子

小
川
洋
次
郎

奥
野　

史
子

尾
崎　

幸
子

樫
根　

叔
子

上
村
賀
代
子

川
勝　

吉
晃

川
名　

静
江

國
本　

周
生

窪
上　

幸
彦

窪
上
美
智
子

城
間　

亜
子

髙
井　

春
明

辻
谷
友
美
子

都
築　

晃
子

出
野
由
加
里

鳥
山　

絹
代

鳥
山　

幸
男

中
原
マ
リ
子

橋
本　

房
子

団　

長

副
団
長

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

畑
中　

秀
嗣

馬
場　

幸
恵

林　
　

哲
也

菱
田　

晴
代

廣
長　
　

章

廣
長
婦
美
枝

堀
田　

進
慎

森　

か
よ
子

森
口　
　

孝

森
山　

芳
寛

山
口　

香
子

山
田
小
百
合

吉
岡　

隆
彦

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

●1日目　9月3日（月）
11:35 京都駅出発
13:53 東京駅着
14:30 靖國神社着
　　　 記念撮影
15:00 靖國神社正式参拝
　　　 遊就館見学
17:00 宿舎　鴎外荘着
18:00 夕食
　（オリエンテーション、自己紹介）
●2日目　9月4日（火）
　8:00 皇居着
　8:45 皇居勤労奉仕開始
13:00 雨天により奉仕中止
18:00 夕食
●3日目　9月5日（水）
　8:00 赤坂御用地着
　8:45 赤坂御用地勤労奉仕開始
　　　 皇太子殿下よりご会釈賜る
16:30 宿舎着
18:00 夕食
●4日目　9月6日（木）
　8:00 皇居着
　8:45 皇居勤労奉仕開始
16:30 宿舎着
18:00 夕食
●5日目　9月7日（金）最終日
　8:00 皇居着
　8:45 皇居勤労奉仕開始
　　　 天皇皇后両陛下より
　　　 ご会釈賜る
16:30 宿舎着
17:30 宿舎発
18:40 東京駅発
20:58 京都駅着　解散

青垣奉仕団日程表 第
十
二
回
皇
居
勤
労
奉
仕
者
一
覧
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第
一
回
連
絡
会

9/26

青 垣平成３１年１月１日 （４）第55号

　

平
成
三
十
年
九
月
二
十
六
日
、
当
会
の
担
当
に
よ

り
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
旧
橿
原
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
）
に
於
て
神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協

議
会
第
一
回
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

御
来
賓
と
し
て
当
会
元
会
長　

持
田
照
久
様
に
御

臨
席
を
賜
り
、
近
畿
地
区
各
単
位
会
か
ら
多
く
の
参

加
者
が
集
ま
り
、
当
会
か
ら
は
多
田
会
長
以
下
十
四

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

連
絡
会
に
先
立
ち
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
奈
良

県
警
橿
原
署
警
備
課
長
古
川
貴
正
先
生
に
「
防
犯
・

防
災
・
各
種
テ
ロ
対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
御
講

演
戴
い
た
。

　

御
自
身
の
経
験
か
ら
の
災
害
警
備
活
動
や
行
幸
啓

の
警
衛
に
つ
い
て
、
ま
た
極
左
テ
ロ
組
織
の
活
動
に

つ
い
て
御
説
明
戴
い
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
御
来
賓
と
し
て
、
奈
良
県
神
社
庁

副
庁
長　

鈴
鹿
義
胤
様
、
橿
原
神
宮
宮
司　

久
保
田

昌
孝
様
、
持
田
元
会
長
様
、
当
会
前
会
長　

花
房
兼

輔
様
に
御
臨
席
戴
き
、
御
祝
辞
を
賜
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
広
報
部
）
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時
総
会 

並 

第
二
回
連
絡
会

12/4

青 垣 平成３１年１月１日（５） 第55号

　

平
成
三
十
年
十
二
月
四
日
、
当
会
の
担
当
に
よ
り

日
航
ホ
テ
ル
奈
良
に
於
て
神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡

協
議
会
臨
時
総
会
並
第
二
回
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
臨
時
総
会
に
先
立
ち
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

春
日
大
社
宮
司

　

花
山
院
弘
匡

先
生
に
「
春
日

大
社
御
創
建
一

二
五
〇
年
」
と

題
し
、
御
講
演

戴
い
た
。

　

春
日
大
社
の

歴
史
的
背
景
や

春
日
祭
、
お
ん

祭
り
に
つ
い
て

映
像
資
料
を
使

い
詳
し
く
御
説

明
戴
き
、
あ
ら

た
め
て
春
日
大

社
の
歴
史
の
奥

深
さ
を
感
じ
た
研
修
会
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
臨
時
総
会
で
は
、
御
来
賓
と
し
て
北
野
天

満
宮　

梶
道
嗣
様　

隅
田
八
幡
神
社　

寺
本
佳
文
様

当
会
元
会
長　

持
田
照
久
様
に
御
臨
席
を
賜
り
、
次

期
の
近
畿
地
区
会
長
と
し
て
、
当
会
の
理
事
役
員
と

し
て
活
動
を
共
に
し
た
、
和
歌
山
県
熊
野
速
玉
大
社

上
野
潤
君
が
選
出
さ
れ
た
。

　

引
続
き
行
わ
れ
た
連
絡
会
で
は
、
近
畿
地
区
各
単

位
会
か
ら
も
多
く
の
参
加
者
が
集
い
、
当
会
か
ら
は

多
田
会
長
以
下
十
九
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
御
来
賓
と
し
て
奈
良
県
神
社
庁
庁

長　

森
正
光
様
、
連
絡
会
よ
り
引
続
き
三
名
様
の
御

臨
席
戴
き
、
御
祝
辞
を
賜
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
広
報
部
）
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神
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連
絡
協
議
会
定
例
総
会

青 垣平成３１年１月１日 （６）第55号

　

平
成
三
十
年
五
月
十
日
、
神
道
青
年
近
畿
地
区
連

絡
協
議
会
野
球
大
会
が
兵
庫
神
青
の
当
番
で
兵
庫
県

あ
じ
さ
い
ス
タ
ジ
ア
ム
北
神
戸
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
の
同
大
会
で
は
奈
良
神
青
が
優
勝
し
た
こ
と

も
あ
り
、
選
手
一
同
、
二
連
覇
達
成
に
向
け
て
練
習

を
行
っ
て
き
た
。

　

試
合
当
日
、
一
回
戦
の
相
手
は
滋
賀
神
青
で
あ
っ

た
が
、
初
回
よ
り
ヒ
ッ
ト
を
重
ね
六
得
点
を
先
制
。

そ
の
後
も
順
調
な
試
合
運
び
で
結
果
二
対
七
で
快
勝
。

和
歌
山
神
青
と
の
対
戦
と
な
っ
た
二
回
戦
に
お
い
て

も
、
初
回
よ
り
毎
回
得
点
を
奪
い
十
一
対
一
で
勝
利

し
、
決
勝
へ
と
駒
を
進
め
た
。

　

連
覇
を
懸
け
た
決
勝
戦
で
は
京
都
神
青
と
の
対
戦

と
な
っ
た
。
こ
の
試
合
で
も
、
初
回
に
先
制
し
、
二

回
に
追
加
点
を
奪
い
二
点
の
リ
ー
ド
を
し
た
も
の
の
、

こ
の
回
の
裏
に
逆
転
を
許
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
も
、

奈
良
神
青
の
ミ
ス
が
重
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
機
を

活
か
し
た
京
都
神
青
に
追
加
点
を
奪
わ
れ
、
三
対
八

で
敗
れ
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
連
覇
を
目
指

し
選
手
一
丸
と
な
っ
て
試
合
に
臨
ん
だ
為
、
非
常
に

残
念
で
は
あ
っ
た
が
、
少
な
い
人
数
な
が
ら
も
チ
ャ

ン
ス
を
し
っ
か
り
と
モ
ノ
に
し
て
優
勝
を
勝
ち
取
っ

た
京
都
神
青
を
称
え
た
い
と
思
う
。

　

そ
の
後
、
神
戸
市
立
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

に
場
所
を
移
し
表
彰
式
並
び
に
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

惜
し
く
も
今
年
は
優
勝
出
来
な
か
っ
た
が
、
懇
親
会

で
は
試
合
と
は
ま
た
違
う
形
で
他
府
県
の
神
職
と
交

流
が
で
き
た
。
来
年
こ
そ
は
再
度
奈
良
神
青
の
手
元

に
優
勝
旗
が
来
る
よ
う
大
会
に
臨
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
高
鴨　

鈴
鹿
）

算
（
案
）
に
関
す
る
件
も
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
報
告
第
一
号
で
は
当
会
の
井
関
理
事
が
神
道

青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
の
事
務
局
長
に
選
任
さ

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
定
例
総
会
は
閉

会
と
な
っ
た
。

　

第
二
部
の
研
修
会
で
は
講
師
に
兵
庫
県
立
歴
史
博

物
館
・
学
芸
員
の
神
戸
佳
文
先
生
を
お
招
き
し
、『
社

宝
の
正
し
い
取
り
扱
い
方
〜
郷
土
の
文
化
財
を
次
世

代
へ
受
け
継
ぐ
た
め
に
〜
』
と
題
し
て
ご
講
演
を
頂

い
た
。
掛
軸
・
巻
物
の
保
存
管
理
の
留
意
点
や
取
扱

い
方
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。
参
加

者
一
同
、
各
奉
務
神
社
に
あ
る
掛
軸
等
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
興
味
深
く
、
話
に
耳
を
傾
け
た
。

　

第
三
部
の
懇
親
会
で
は
多
く
の
ご
来
賓
が
出
席
さ

れ
る
中
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。　
　

（
事
務
局
）

　

去
る
平
成
三
十
年
六
月
十
二
日
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸
に
於
い
て
、
神
道
青
年
近
畿

地
区
連
絡
協
議
会
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
会

か
ら
は
多
田
会
長
を
始
め
、
九
名
が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
の
定
例
総
会
で
は
平
成
二
十
九
年
度
会
務

報
告
、
平
成
二
十
九
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
関
す
る

件
、
監
査
報
告
が
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。
次
に
平

成
三
十
年
度
活
動
基
本
方
針
（
案
）
及
び
事
業
計
画

（
案
）
に
関
す
る
件
、
平
成
三
十
年
度
歳
入
歳
出
予



禊
・
鎮
魂
錬
成
研
修
会
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禊
場
清
掃
奉
仕

青 垣 平成３１年１月１日（７） 第55号

　

さ
る
六
月
十
九
日
、

昨
年
に
引
き
続
き
石

上
神
宮
に
て
禊
場
の

清
掃
奉
仕
を
お
こ
な

い
、
多
田
会
長
以
下

会
員
七
名
が
参
加
し

た
。こ
の
清
掃
奉
仕
は
、

神
道
青
年
近
畿
地
区

連
絡
協
議
会
主
催
の

「
禊
・
鎮
魂
錬
成
研

修
会
」
で
禊
場
を
毎

年
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
何
か
ご

協
力
で
き
な
い
か
と

考
え
実
施
さ
れ
た
。

当
日
は
石
上
神
宮
職
員
の
方
に
ご
指
示
い
た
だ
き
な

が
ら
高
圧
洗
浄
機
を
使
用
し
て
の
禊
場
の
清
掃
、
禊

場
へ
続
く
参
道
の
杭
の
打
ち
直
し
や
参
道
に
か
か
っ

た
枝
の
剪
定
な
ど
を
行
っ
た
。

　

禊
場
は
山
の
谷
間
に
な
っ
て
い
る
場
所
で
小
川
が

流
れ
非
常
に
湿
度
が
高
く
、
コ
ケ
な
ど
を
高
圧
洗
浄

機
で
取
り
除
く
作
業
は
時
間
が
か
か
り
多
少
の
疲
労

感
も
あ
っ
た
が
、
き
れ
い
に
な
っ
た
禊
場
を
見
る
と

併
せ
て
達
成
感
も
あ
っ
た
。
各
錬
成
研
修
会
に
参
加

さ
れ
る
方
々
に
は
、
奈
良
県
神
道
青
年
会
の
活
動
を

頭
の
片
隅
に
置
い
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
藥
園
八
幡　

平
田
）

　

奈
良
県
神
道
青
年
会
主
催
の
禊
・
鎮
魂
錬
成
研
修

会
が
七
月
九
日
・
十
日
の
両
日
、
石
上
神
宮
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
西
日
本
豪
雨
の
後
に

も
関
わ
ら
ず
奈
良
県
を
始
め
と
し
た
近
畿
地
区
各
単

位
会
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
一
日
半
の
研

修
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
夕
立
の
後
の
涼
し
い
気
候

の
中
と
翌
日
の
爽
や
か
な
早
朝
に
禊
・
鎮
魂
を
行
い

ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
禊
は
学
生
時
代
の
実
習
以
来
、
鎮
魂

に
関
し
ま
し
て
は
こ
の
研
修
が
初
め
て
で
あ
り
ま
し

た
。
禊
場
に
到
着
し
、
鳥
舟
行
事
が
始
ま
り
、
無
我

夢
中
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
、
気
づ
い
た
時
に
は
周

り
と
一
つ
に
な
っ
て
お
り
、
自
身
の
心
が
大
変
穏
や

か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
い
ざ
水

へ
入
る
と
冷
た
く
感
じ
た
の
は
一
瞬
で
し
た
。
自
身

が
自
然
に
溶
け
こ
ん
で
い
く
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚

を
味
わ
い
、
水
か
ら
出
る
と
身
体
の
奥
か
ら
何
か
力

が
み
な
ぎ
り
、
こ
れ
が「
気
」で
あ
る
の
だ
と
気
付
き

ま
し
た
。
鎮
魂
に
お
い
て
も
同
様
に
、
普
段
す
る
こ

と
の
な
い
苦
し
い
姿
勢
に
耐
え
て
い
る
と
、
身
体
が

慣
れ
て
く
る
の
と
同
時
に
自
身
の
中
に
力
強
い「
気
」

が
溢
れ
、
満
ち
て
い
く
様
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

夜
の
勉
強
会
で
は
稲
田
酒
造
合
名
会
社
の
稲
田
光

守
様
よ
り
日
本
酒
に
つ
い
て
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

奈
良
の
日
本
酒
の
歴
史
や
現
代
の
日
本
酒
を
中
心
に

お
話
を
し
て
頂
き
、
中
で
も
奈
良
県
酒
造
組
合
と
い

う
組
織
の
立
ち
上
げ
か
ら
奈
良
の
日
本
酒
を
各
地
に

広
げ
る
活
動
に
つ
い
て
学
べ
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て

お
り
ま
す
。

　

一
日
半
の
研
修
を
通
し
て
経
験
し
学
び
感
じ
た
事

は
こ
れ
か
ら
の
神
明
奉
仕
に
活
か
し
、
更
に
精
進
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
様
な
貴
重
な
機
会
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
境
内

を
ご
提
供
頂
き
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
石
上
神
宮
の
森

宮
司
様
を
は
じ
め
職
員
の
皆
様
、
ま
た
ご
多
忙
の
中

お
時
間
頂
き
ま
し
た
稲
田
光
守
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
橿
原　

伊
勢
）
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団　員　 竹 永　昌 代
団　員　 丹 治 千鶴子
団　員　 中 辻　信 江
団　員　 中 野　　 光
団　員　 西 嶋　元 子
団　員　 西 田　恭 子
団　員　 橋 本　洋 子
団　員　 長谷川 亜 希
団　員　 持 田　照 久
団　員　 森 口　　 孝
団　員　 吉 岡　隆 彦
団　員　 和 田　孝 範

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

団　長　 大 月　　 智
副団長　 花 房　兼 輔
団　員　 安 達　武 一
団　員　 安 達 由美子
団　員　 上 野　　 潤
団　員　 大 石　　 渚
団　員　 樫 根　叔 子
団　員　 金 子　清 作
団　員　 樺 山　恭 平
団　員　 木 島　敬 博　　
団　員　 栗 本　里 子
団　員　 島  　芙美子
団　員　 鈴 木 健太郎

京都駅発
東京駅着
靖国神社着　記念撮影
靖国神社正式参拝
遊就館見学
宿舎着
夕食（オリエンテーション）
入浴・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
宿舎着
夕食
入浴・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
天皇皇后両陛下より
　　　　　　ご会釈を賜る
宿舎着
夕食
入浴・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
皇太子殿下よりご会釈を賜る
宿舎着
夕食
入浴・荷物整理・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
宿舎着（着替）
宿舎発
東京駅出発
京都駅着、解散

11：35
13：53
14：30
15：00

18：00
19：00

8：00
8：30
16：30
18：00

8：00
8：30

16：30
18：00

8：00
8：30

16：30
18：00

8：00
8：30
16：30
17：30
18：30
20：50

１日目

9月12日
（月）

２日目

9月2日
（火）

３日目

9月3日
（水）

４日目

9月4日
（木）

５日目
最終日

9月5日
（金）
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7/19

奈
良
県
神
社
庁
長
杯

　
　

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

8/6

「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
」

　

愛
媛
県
被
災
地
復
興
支
援

青 垣平成３１年１月１日 （８）第55号

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
地
の
方
の
お
話
で
は
、
ま

だ
こ
れ
か
ら
家
屋
の
消
毒
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
や
っ

と
工
事
に
入
っ
て
も
ら
え
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

長
い
復
興
作
業
か
ら
す
れ
ば
た
っ
た
一
日
で
は
あ
る

が
、
少
し
で
も
被
災
さ
れ
た
地
域
の
負
担
の
軽
減
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
「
平
成
三
十
年
七
月
豪

雨
」
の
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
高
鴨　

鈴
鹿
）

げ
ま
す
。

　

こ
の
災
害
に
対
し
、
去
る
八
月
六
日
に
神
道
青
年

四
国
地
区
協
議
会
主
催
の
愛
媛
県
被
災
地
復
興
支
援

に
当
会
か
ら
多
田
会
長
以
下
四
名
が
参
加
し
た
。
愛

媛
で
は
此
の
度
の
豪
雨
に
よ
り
特
に
宇
和
島
市
内
で

土
砂
災
害
、
浸
水
被
害
が
広
範
囲
で
発
生
し
て
お
り
、

一
般
家
屋
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
神
社
も
浸
水
被
害

が
有
っ
た
こ
と
か
ら
被
災
神
社
及
び
宮
司
宅
の
復
興

支
援
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
前
日
に
宇
和
島
入
り

し
、
当
日
朝
か
ら

の
活
動
で
あ
っ
た

が
、
現
地
に
つ
い

て
柱
や
壁
を
み
る

と
浸
水
し
た
高
さ

で
線
が
入
っ
て
お

り
、
ま
だ
ま
だ
復

興
も
こ
れ
か
ら
と

い
う
状
態
で
あ
っ

た
。
床
は
既
に
全

て
め
く
ら
れ
た
状

態
で
、
床
下
に
流

入
し
た
土
砂
を
運

び
だ
す
作
業
を
行

っ
た
が
、
季
節
柄

非
常
に
暑
い
中
で

の
作
業
と
な
っ
た
。

活
動
に
参
加
し
た

青
年
神
職
皆
で
協

力
し
あ
い
な
が
ら

一
日
作
業
を
行
い
、

全
て
土
砂
を
搬
出

　

七
月
十
九
日
、
毎
年
恒
例
の
奈
良
県
神
社
庁
杯
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
年
は
宇
陀
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
、
会
員

九
名
、
Ｏ
Ｂ
四
名
の
計
十
三
名
が
参
加
し
た
。

　

開
会
式
で
は
平
田
理
事
（
神
社
庁
）
司
会
の
下
、

多
田
会
長
（
橿
原
神
宮
）
の
挨
拶
、
Ｏ
Ｂ
中
熊
先
輩

（
橿
原
神
宮
）
に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
Ｏ
Ｂ
中
村
先

輩
（
菅
原
天
満
宮
）
の
始
球
式
で
コ
ン
ペ
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

厳
し
い
暑
さ
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
親
睦
を

深
め
る
と
共
に
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
後
は
成
績
発
表
が
行
わ
れ
、
優
勝
は
Ｏ
Ｂ

石
津
先
輩
（
橿
原
神
宮
）
、
準
優
勝
水
島
会
計
（
大

神
神
社
）
三
位
宮
崎
会
員
（
大
神
神
社
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

成
績
発
表
の
中
で
各
自
持
ち
寄
っ
た
景
品
の
交
換

を
行
い
、
各
賞
受
賞
者
に
は
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　

ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
の
懇
親
を
深
め

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
次
回
の
開
催

に
は
皆
様
の
ご
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
荒
神　

林
）

　

ま
ず
も
っ
て
「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
」
に
よ
り

被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上



____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________
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____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

団　員　 竹 永　昌 代
団　員　 丹 治 千鶴子
団　員　 中 辻　信 江
団　員　 中 野　　 光
団　員　 西 嶋　元 子
団　員　 西 田　恭 子
団　員　 橋 本　洋 子
団　員　 長谷川 亜 希
団　員　 持 田　照 久
団　員　 森 口　　 孝
団　員　 吉 岡　隆 彦
団　員　 和 田　孝 範

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

団　長　 大 月　　 智
副団長　 花 房　兼 輔
団　員　 安 達　武 一
団　員　 安 達 由美子
団　員　 上 野　　 潤
団　員　 大 石　　 渚
団　員　 樫 根　叔 子
団　員　 金 子　清 作
団　員　 樺 山　恭 平
団　員　 木 島　敬 博　　
団　員　 栗 本　里 子
団　員　 島  　芙美子
団　員　 鈴 木 健太郎

京都駅発
東京駅着
靖国神社着　記念撮影
靖国神社正式参拝
遊就館見学
宿舎着
夕食（オリエンテーション）
入浴・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
宿舎着
夕食
入浴・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
天皇皇后両陛下より
　　　　　　ご会釈を賜る
宿舎着
夕食
入浴・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
皇太子殿下よりご会釈を賜る
宿舎着
夕食
入浴・荷物整理・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
宿舎着（着替）
宿舎発
東京駅出発
京都駅着、解散

11：35
13：53
14：30
15：00

18：00
19：00

8：00
8：30
16：30
18：00

8：00
8：30

16：30
18：00

8：00
8：30

16：30
18：00

8：00
8：30
16：30
17：30
18：30
20：50

１日目

9月12日
（月）

２日目

9月2日
（火）

３日目

9月3日
（水）

４日目

9月4日
（木）

５日目
最終日

9月5日
（金）
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親
睦
家
族
会

8/9

8/15

平
成
三
十
年

奈
良
県
出
身
戦
没
者
追
悼
式

青 垣 平成３１年１月１日（９） 第55号

　

こ
の
事
業
は
以
前
よ
り
年
に
一
度
、
会
員
同
士
や

そ
の
家
族
が
楽
し
く
交
流
す
る
機
会
と
し
て
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
普
段
、
社
務
が
終
わ
っ

た
後
の
時
間
を
割
い
て
こ
の
活
動
に
従
事
し
て
い
ま

す
が
、
神
道
青
年
会
と
は
ど
う
い
っ
た
活
動
を
し
て

い
て
、
ど
の
よ
う
な
会
員
が
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
族
に
理
解
し
て
頂
く
と
と
も
に
、
普
段
は
参
加

で
き
な
い
会
員
に
も
幅
広
く
参
加
し
て
頂
き
、
そ
れ

ぞ
れ
が
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
台
風
の
接
近
に
よ
り
天
候
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
雨
が
降
る
こ
と
も
な
く
、
子
供
た
ち
が
元
気

に
遊
び
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
廣
瀬　

樋
口
）

　

去
る
八
月
十
五
日
、
奈
良
県
護
国
神
社
に
て
平
成

三
十
年
奈
良
県
出
身
戦
没
者
追
悼
式
が
斎
行
さ
れ
た
。

当
会
か
ら
は
多
田
会
長
を
始
め
六
名
の
会
員
が
奉
仕

し
た
。

　

追
悼
式
中
、
参
列
者
全
員
で
大
正
琴
に
よ
る
演
奏

に
合
わ
せ
『
故
郷
』
、
『
同
期
の
桜
』
を
奉
唱
し
、

奈
良
県
出
身
戦
没
者
二
九
二
四
三
柱
の
御
霊
に
哀
悼

の
誠
を
捧
げ
た
。

　

今
我
々
が
享
受
し
て
い
る
平
和
は
戦
争
で
尊
い
命

を
捧
げ
ら
れ
た
戦
没
者
の
方
々
の
貴
い
犠
牲
の
上
に

築
き
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
一
神
職
と
し
て
戦
没
者
の
慰

霊
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
。　
　

（
橿
原　

伊
藤
）

　

去
る
八
月
九
日
、
午
後
六
時
三
十
分
よ
り
親
睦
家

族
会
が
天
理
市
に
あ
る
天
理
観
光
農
園
に
て
開
催
さ

れ
、
多
田
会
長
以
下
二
十
六
名
の
会
員
と
そ
の
家
族
、

計
五
十
二
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
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団　員　 竹 永　昌 代
団　員　 丹 治 千鶴子
団　員　 中 辻　信 江
団　員　 中 野　　 光
団　員　 西 嶋　元 子
団　員　 西 田　恭 子
団　員　 橋 本　洋 子
団　員　 長谷川 亜 希
団　員　 持 田　照 久
団　員　 森 口　　 孝
団　員　 吉 岡　隆 彦
団　員　 和 田　孝 範

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

団　長　 大 月　　 智
副団長　 花 房　兼 輔
団　員　 安 達　武 一
団　員　 安 達 由美子
団　員　 上 野　　 潤
団　員　 大 石　　 渚
団　員　 樫 根　叔 子
団　員　 金 子　清 作
団　員　 樺 山　恭 平
団　員　 木 島　敬 博　　
団　員　 栗 本　里 子
団　員　 島  　芙美子
団　員　 鈴 木 健太郎

京都駅発
東京駅着
靖国神社着　記念撮影
靖国神社正式参拝
遊就館見学
宿舎着
夕食（オリエンテーション）
入浴・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
宿舎着
夕食
入浴・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
天皇皇后両陛下より
　　　　　　ご会釈を賜る
宿舎着
夕食
入浴・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
皇太子殿下よりご会釈を賜る
宿舎着
夕食
入浴・荷物整理・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
宿舎着（着替）
宿舎発
東京駅出発
京都駅着、解散

11：35
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14：30
15：00

18：00
19：00

8：00
8：30
16：30
18：00

8：00
8：30

16：30
18：00

8：00
8：30

16：30
18：00

8：00
8：30
16：30
17：30
18：30
20：50

１日目

9月12日
（月）

２日目

9月2日
（火）

３日目

9月3日
（水）

４日目

9月4日
（木）

５日目
最終日

9月5日
（金）
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神
青
協
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
出
張
報
告

神
青
協
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
出
張
報
告

8/29

~

30

8/22

奈
良
県
神
社
庁
長
杯

　

親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

八
月
二
十
二
日
（
水
）

恒
例
の
奈
良
県
神
社
庁
長

杯
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
本
年
は
香

久
山
体
育
館
（
橿
原
市
）

に
て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
多
田
会

長
始
め
県
内
各
社
よ
り
二

十
五
名
が
参
加
し
た
。
真

夏
の
体
育
館
、
ま
た
不
規

則
な
動
き
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
ボ
ー
ル
に
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
普
段
接
す
る
こ

と
の
少
な
い
他
社
の
神
職
、
職
員
と
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

大
会
終
了
後
は
、
ク
ロ
ー
バ
ー
（
橿
原
市
）
に
て

表
彰
式
並
び
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
社
務
都
合
で

大
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
々
も
加
わ
り
盛
大
に

行
わ
れ
た
。
表
彰
式
で
は
順
位
発
表
が
行
わ
れ
、
諸

社
チ
ー
ム
が
久
し
ぶ
り
の
優
勝
に
輝
き
、
多
田
会
長

か
ら
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
た
。

○
諸
社
チ
ー
ム
主
将　

林
正
裕
理
事
（
荒
神
社
）

「
本
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
他
社
の
方
々
と
交
流
で

　

き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
み
な
さ
ん
社
務
の
ご
都

　

合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
今
後
も
っ
と
規
模
を
大

　

き
く
し
て
い
く
た
め
に
参
加
者
を
増
や
し
て
い
け

　

た
ら
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
」

青 垣平成３１年１月１日 （１０）第55号

優　

勝　

諸
社
チ
ー
ム

準
優
勝　

橿
原
神
宮
チ
ー
ム

三　

位　

大
神
神
社
Ｂ
チ
ー
ム

四　

位　

春
日
大
社
チ
ー
ム

五　

位　

大
神
神
社
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
藥
園
八
幡　

平
田
）

　

去
る
八
月
二
十
九
日
・
三
十
日
の
二
日
間
に
亘
り

平
成
三
十
年
度
神
道
青
年
全
国
協
議
会
夏
期
セ
ミ

ナ
ー
が
神
社
本
庁
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
御
譲
位
と
御
代
替
り
、
国
体
と
憲
法
改

正
を
主
題
と
し
、
四
名
の
先
生
方
の
御
教
授
を
賜
り

ま
し
た
。

　

第
一
日
目
は
、
打
田
文
博
先
生
か
ら
御
代
替
り
と

憲
法
改
正
に
つ
い
て
、
田
尾
憲
男
先
生
に
国
体
に
つ

い
て
、
大
原
康
男
先
生
か
ら
御
譲
位
と
御
代
替
り
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
御
講
義
を
頂
き
ま
し
た
。

第
二
日
目
は
、
伊
藤
哲
夫
先
生
に
憲
法
改
正
に
つ
い

て
の
御
講
義
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
の
専
門
の
見
識
を
元
に
し
た
お

話
を
拝
聴
し
各
講
義
の
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
の
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ
せ
て
頂
い
て
得
た

も
の
を
生
か
し
、
神
職
と
し
て
日
々
の
御
奉
仕
に
努

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　

（
橿
原　

坂
口
）
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____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

団　員　 竹 永　昌 代
団　員　 丹 治 千鶴子
団　員　 中 辻　信 江
団　員　 中 野　　 光
団　員　 西 嶋　元 子
団　員　 西 田　恭 子
団　員　 橋 本　洋 子
団　員　 長谷川 亜 希
団　員　 持 田　照 久
団　員　 森 口　　 孝
団　員　 吉 岡　隆 彦
団　員　 和 田　孝 範

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

____________________________________________

団　長　 大 月　　 智
副団長　 花 房　兼 輔
団　員　 安 達　武 一
団　員　 安 達 由美子
団　員　 上 野　　 潤
団　員　 大 石　　 渚
団　員　 樫 根　叔 子
団　員　 金 子　清 作
団　員　 樺 山　恭 平
団　員　 木 島　敬 博　　
団　員　 栗 本　里 子
団　員　 島  　芙美子
団　員　 鈴 木 健太郎

京都駅発
東京駅着
靖国神社着　記念撮影
靖国神社正式参拝
遊就館見学
宿舎着
夕食（オリエンテーション）
入浴・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
宿舎着
夕食
入浴・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
天皇皇后両陛下より
　　　　　　ご会釈を賜る
宿舎着
夕食
入浴・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
皇太子殿下よりご会釈を賜る
宿舎着
夕食
入浴・荷物整理・就寝

皇居（赤坂御用地）着
皇居（赤坂御用地）勤労奉仕
宿舎着（着替）
宿舎発
東京駅出発
京都駅着、解散

11：35
13：53
14：30
15：00

18：00
19：00

8：00
8：30
16：30
18：00

8：00
8：30

16：30
18：00

8：00
8：30

16：30
18：00

8：00
8：30
16：30
17：30
18：30
20：50

１日目

9月12日
（月）

２日目

9月2日
（火）

３日目

9月3日
（水）

４日目

9月4日
（木）

５日目
最終日

9月5日
（金）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

皇
室
関
連
施
設

　
　

清
掃
奉
仕
に
参
加
し
て

皇
室
関
連
施
設

　
　

清
掃
奉
仕
に
参
加
し
て

10/4

南
都
聖
和
会
と
の

　
　
　

親
睦
交
流
会

11/26
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こ
の
度
は
神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
の
活

動
と
し
て
、
修
学
院
離
宮
の
清
掃
奉
仕
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
皇
室
関
連
施
設
の
清
掃
は
、
他
の

二
施
設
（
京
都
御
所
・
大
宮
仙
洞
御
所
）
を
合
わ
せ

た
三
か
所
を
年
毎
順
番
に
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

三
年
前
の
離
宮
の
清
掃
は
雨
天
の
た
め
、
奉
仕
が
叶

わ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
先
の
台
風
二
十
一

号
に
よ
っ
て
、
離
宮
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
よ
う

で
、
職
員
の
方
か
ら
も
今
回
は
期
待
し
て
い
ま
す
と

ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
一
般
の
方
が
見
学
す
る
場

所
は
片
付
い
て
い
ま
し
た
が
、
職
員
の
方
が
出
入
り

す
る
場
所
は
未
だ
道
が
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け

で
あ
り
、
十
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
倒
木
や
、
二
〜
四

メ
ー
ト
ル
の
落
枝
、
落
葉
な
ど
が
非
常
に
激
し
く
、

四
十
名
ほ
ど
の
参
加
者
全
員
で
鋸
・
箒
・
熊
手
を
用

い
て
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
年
齢
層
は
幅

広
く
、
日
頃
そ
れ
ぞ
れ
の
奉
務
神
社
で
清
掃
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
指
示
を
出
す
者
、
若
い
力
で
活

発
に
動
く
者
と
、
皆
非
常
に
手
際
よ
く
、
集
塵
所
に

は
み
る
み
る
う
ち
に
大
量
の
塵
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

職
員
の
方
の
話
で
は
、
二
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
十
台
分

ほ
ど
は
片
付
け
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
、
感

謝
の
言
葉
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
御
譲
位
が
近
付
く
と
こ
ろ
で
、
高
御
座

を
保
管
す
る
な
ど
皇
室
に
と
っ
て
も
重
要
な
場
所
で

あ
る
、
修
学
院
離
宮
の
お
手
伝
い
が
出
来
ま
し
た
こ

と
は
、
非
常
に
貴
重
な
経
験
で
あ
り
ま
し
た
。
近
畿

全
体
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
昨
今
、
神
社
会
で
も

互
い
に
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
神　

出
村
）

　

去
る
十
一
月
二
十
六
日
、
興
福
寺
に
於
い
て
毎
年

恒
例
の
神
道
青
年
会
・
南
都
聖
和
会
と
の
親
睦
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
青
年
会
よ
り
多
田
会
長

を
は
じ
め
十
七
名
、
南
都
聖
和
会
よ
り
は
多
川
執
事

長
を
は
じ
め
十
五
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
こ
の
度
三
百
一
年
ぶ
り
に
再
建
さ

れ
十
一
月
七
日
に
落
慶
さ
れ
た
ば
か
り
の
中
金
堂
を

拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
金
堂
は
こ
れ
ま

で
に
七
度
焼
失
し
、
そ
の
都
度
再
建
さ
れ
て
き
た
こ

と
、
今
だ
復
元
が
か
な
っ
て
い
な
い
建
物
も
あ
る
こ

と
な
ど
、
歴
史
的
な
部
分
に
触
れ
な
が
ら
、
貴
重
な

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
復
元
さ
れ
た
ば

か
り
の
中
金
堂
は
美
し
く
、
法
相
柱
の
柱
絵
は
色
彩

が
鮮
や
か
で
心
が
奪
わ
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
実
際
に
復
元
を
手
掛
け
ら
れ
た
株
式
会
社

瀧
川
寺
社
建
築
の
方
か
ら
も
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
、
今
回
は
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
復
元
す

る
過
程
で
現
在
の
規
定
と
創
建
当
初
の
様
式
が
合
わ

な
い
部
分
が
あ
り
、
大
変
苦
労
さ
れ
た
お
話
等
、
現

場
の
視
点
か
ら
の
意
見
も
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

中
金
堂
を
拝
観
し
た
後
は
、
奈
良
ホ
テ
ル
に
て
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
一
同
和
気
藹
々
と
し
た

雰
囲
気
の
中
、
神
と
仏
の
隔
て
な
く
、
有
意
義
な
交

流
会
と
な
り
大
い
に
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
春
日
・
御
巫
）
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奈良県神道青年会ホームページのご紹介

当会の活動や会報「青垣」のバックナンバーも
ご覧いただけます。是非ご覧くださいませ。 奈良県神道青年会

兵庫県神青との野球練習試合

平成３０年７月２４日　場　所 ： 橿原運動公園軟式野球場
　　　　　　　　  参加者 ： 奈良１２名　兵庫１１名
平成30年10月29日　場　所 ： 魚崎浜公園野球場
　　　　　　　　  参加者 ： 奈良9名　兵庫13名
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

（自 平成30年4月1日　至 平成31年3月31日）奈良県神道青年会 活動報告及び計画
月 内　　容 場　　所日
4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

13日

同日

15日

16日

19日

同日

27日

6日

9日

10日

　11日

16日

11日

12日

同日

19日

同日

20日

同日

6日

9～10日

10日

17日

19日

26日

2日

3日

5日

6日

9日

12日

15日

21日

22日

27日

29日

29～30日

3～7日

12日

19日

26日

同日

4日

4日

10日

12日

21日

22日

8日

14日

15日

26日

4日

同日

6日

同日

1日

22日

同日

同日

27日

11日

26日

13日～14日

15日

19～20日

26日

平成29・30年度第12回理事役員会

会計監査

奈良県護国神社春季大祭助勤奉仕

神道青年近畿地区連絡協議会第12回事業委員会

平成30年度定例総会

同懇親会

神道青年全国協議会第70回定例総会

第12回皇居勤労奉仕「青垣奉仕団」第5回推進委員会

神道青年近畿地区連絡協議会第5回役員会

神道青年近畿地区連絡協議会野球大会

平成29・30年度第13回理事役員会

神道青年近畿地区連絡協議会第13回事業委員会

平成29・30年度第14回理事役員会

神道青年近畿地区連絡協議会第6回役員会

神道青年近畿地区連絡協議会平成30年度定例総会

石上神宮禊場清掃奉仕

第12回皇居勤労奉仕「青垣奉仕団」第6回推進委員会

神道青年近畿地区連絡協議会第14回事業委員会

神話紙芝居団「かたりべまほろば」第72回公演

平成29・30年度第15回理事役員会

禊・鎮魂錬成研修会

平成29・30年度第3回勉強会（講演　演題「酒造りについて」講師 稲田光守氏）

神道青年近畿地区連絡協議会第1回役員会　

第12回皇居勤労奉仕「青垣奉仕団」第7回推進委員会

奈良県神社庁長杯親睦ゴルフ大会

奈良県神社庁神宮大麻頒布推進委員会

神道青年近畿地区連絡協議会第15回事業委員会　

神話紙芝居団「かたりべまほろば」第73回公演

神道青年四国地区協議会事業「平成30年7月豪雨」愛媛県被災地復興支援

親睦家族会

神話紙芝居団「かたりべまほろば」第74回公演

英霊にこたえる会奈良県本部奈良県出身戦没者追悼式助勤奉仕

神道青年近畿地区連絡協議会第16回事業委員会　

奈良県神社庁長杯親睦スポーツ大会

奈良県神社庁例祭

平成29・30年度第16回理事役員会

平成30年度神道青年全国協議会夏期セミナー

第12回皇居勤労奉仕「青垣奉仕団」

平成29・30年度第17回理事役員会

神道青年近畿地区連絡協議会　歴代事業委員交流会

神道青年近畿地区連絡協議会第2回役員会

神道青年近畿地区連絡協議会第1回連絡会

皇室関連施設清掃奉仕

奈良県神社庁神宮大麻暦頒布始祭参列

平成29・30年度第18回理事役員会

第12回皇居勤労奉仕「青垣奉仕団」　反省会

第24回全國戰歿學徒追悼祭奉仕・参列

奈良県護国神社秋季大祭助勤奉仕

奈良県神社関係者大会助勢

神道青年近畿地区連絡協議会第18回事業委員会　

平成29・30年度第19回理事役員会

南都聖和会との親睦交流会(興福寺中金堂特別拝観)

神道青年近畿地区連絡協議会第3回役員会

神道青年近畿地区連絡協議会　臨時総会並第2回連絡会

平成29・30年度第20回理事役員会

役員忘年会

会報「青垣」第55号刊行

平成29・30年度第21回理事役員会

臨時総会

新春互礼会

国旗掲揚推進1・27御堂筋パレード

橿原神宮紀元祭助勤奉仕

奈良県神社庁神宮大麻暦頒布終了祭参列

神道青年全国協議会平成30年度中央研修会

奈良県神社庁神職・氏子合同研修会助勢

神道青年近畿地区連絡協議会第3回連絡会・地区研修会

神道青年近畿地区連絡協議会親睦ゴルフコンペ

春日大社

春日大社

奈良県護国神社

アルトレタント

奈良県神社庁

橿原観光ホテル

神社本庁

笑笑橿原神宮前東口駅前店

生田神社会館

あじさいスタジアム北神戸

大神神社

大阪府神社庁

橿原神宮

ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸

ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸

石上神宮

和民　八木駅前店

上本町杯杯天山閣

橿原市西池尻町会館

春日大社

石上神宮

石上神宮

春日大社

宇陀カントリークラブ

橿原神宮

奈良県神社庁

食道園

橿原神宮

愛媛県宇和島市

天理観光農園

近鉄百貨店　橿原店

奈良県護国神社

都ホテルニューアルハイツ

香久山体育館

奈良県神社庁

大神神社

神社本庁

皇居・赤坂御用地

橿原神宮

ホテルモントレグラスミア大阪

ＴＨＥ ＫＡＳＨＩＨＡＲＡ

ＴＨＥ ＫＡＳＨＩＨＡＲＡ

修学院離宮

奈良県神社庁

春日大社

橿原神宮

全国戦没学徒記念「若人の広場公園」

奈良県護国神社

橿原神宮養正殿、橿原観光ホテル

上本町杯杯天山閣

大神神社

興福寺、奈良ホテル

ホテル日航奈良

ホテル日航奈良

春日大社

奈良百楽

大神神社

大神神社

福神堂

御堂筋

橿原神宮

奈良県神社庁

茨城県

奈良県

滋賀県

青 垣 平成３１年１月１日（１３） 第55号



奈良県神道青年会　平成29年度一般会計決算書
（自 平成29年4月1日　至 平成30年3月31日）

科　  目 予算額 決算額 比較増減 備　　　考

科　  目 予算額 決算額 比較増減 備　　　考

単位：円

（歳入合計）　 1,580,959円－（歳出合計）　950,147円＝　630,812円（次年度へ繰越）

奈良県神道青年会　平成29年度特別会計決算書
収入の部

歳入の部

歳出の部

科　  目 決算額 決算額備　考 備　考
前年度繰越金
事 業 収 入
雑 収 入
合 計

大和茶事業品調製費

振 込 手 数 料

科　  目

合　   計

支出の部

　（収入合計）4,805,103円－（支出合計）238,032円＝4,567,071円（次年度へ繰越）

（自平成29年4月1日　至平成30年3月31日）単位：円

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

4,532,064
273,000

39
4,805,103

平成29年度より

預金利息

235,872

2,160

238,032

平成３１年１月１日 （１４）第55号青 垣

390,000

600,000

169,000
40,044
400,956
1,600,000

365,000

605,000

174,000
36,003
400,956
1,580,959

△ 25,000

5,000

5,000
△ 4,041

0
△ 19,041

会員年会費 1名5,000円 賛助会員年会費1名5,000円
神社庁　　　　　　　　　　　　150,000円
春日大社　　　　　　　　　　　100,000円
大神神社　　　　　　　　　　　100,000円
橿原神宮　　　　　　　　　　　100,000円
神社庁各支部　　　　　　　　　130,000円
葛木坐火雷神社　　　　　　　　　  5,000円
近畿地区助成金（禊鎮魂錬成研修会）　　 20,000円
鎮守の杜頒布
祝金　神社新報通信費　預金利息等

30,000
10,000
30,000
480,000

211,000

60,000
500,000
75,000
34,000
170,000
1,600,000

30,000
0

30,000
156,970

210,500

39,960
406,529
75,000
1,188
0

950,147

0
△ 10,000

0
△ 323,030

△ 500

△ 20,040
△ 93,471

0
△ 32,812
△ 170,000
△ 649,853

定例総会　禊鎮魂錬成研修会玉串料
湯茶　菓子代
郵送料他　事務局担当神社へ
神青協諸行事・近畿地区諸行事
神青協醵出金 82,500円
近畿地区負担金 125,000円
神青協年賀広告費 3,000円
ホームページ年間維持費・更新費用
青垣発行　勉強会　鎮守の杜購入他
皇居勤労奉仕「青垣奉仕団」助成
慶弔費・振込手数料他

年 会 費

助 成 金

事 業 収 入
雑 収 入
前 年 度 繰 越
歳 入 合 計

神 事 費
会 議 費
事 務 費
会 員 派 遣 費

負 担 金

宣 布 費
事 業 費
特 別 事 業 費
雑 費
予 備 費
歳 出 合 計



奈良県神道青年会　平成29年度「かたりべまほろば」活動基金決算書
収入の部

科　  目 決算額 決算額備　考 備　考
前年度繰越金
活 動 協 力 金
雑 収 入
合　   計

科　  目

活 動 費

合　   計

支出の部

（収入合計）623,361円－（支出合計）38,000円＝585,361円（次年度へ繰越）    

（自平成29年4月1日　至平成30年3月31日）単位：円

奈良県神道青年会　平成29年度逆境にある人々応援基金決算書
収入の部

科　  目 決算額 決算額備　考 備　考
前年度繰越金
雑 収 入

平成29年度より
利息他

廣瀬神社、等彌神社
お見舞い100,000

合　   計

科　  目

100,000合　   計

支出の部

（収入合計）628,049円－（支出合計）100,000円＝528,049円（次年度へ繰越）

（自平成29年4月1日　至平成30年3月31日）単位：円

奈良県神道青年会　平成30年度一般会計予算書
（自 平成30年4月1日　至 平成31年3月31日）歳入の部

科　  目 前年度予算額 今年度予算額

前年度予算額 今年度予算額

比較増減 備　　　考
単位：円

歳出の部
科　  目 比較増減 備　　　考

出向費
1公演1人 1,000円

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

594,162
33,887
628,049

553,359
70,000

2
623,361

平成29年度より

預金利息

38,000

38,000

逆境応援基金

青 垣 平成３１年１月１日（１５） 第55号

390,000

600,000

169,000
40,044
400,956
1,600,000

390,000

600,000

170,000
34,188
630,812
1,825,000

0

0

1,000
△ 5,856
229,856
225,000

会員年会費　１名5,000円
神社庁　　　　　　　　　　　　150,000円
春日大社　　　　　　　　　　　100,000円
大神神社　　　　　　　　　　　100,000円
橿原神宮　　　　　　　　　　　100,000円
神社庁各支部　　　　　　　　　130,000円
近畿地区助成金（禊鎮魂錬成研修会）　　  20,000円
鎮守の杜頒布
祝金　神社新報通信費　預金利息等

年 会 費

助 成 金

事 業 収 入
雑 収 入
前 年 度 繰 越
歳 入 合 計

30,000

10,000
30,000
480,000

211,000

60,000
500,000
75,000
34,000
170,000
1,600,000

40,000

10,000
30,000
600,000

210,500

60,000
550,000
75,000
34,000
215,500
1,825,000

10,000

0
0

120,000

△ 500

0
50,000

0
0

45,500
225,000

定例総会　臨時総会
禊鎮魂錬成研修会
湯茶　菓子代
郵送料他
神青協諸行事・近畿地区諸行事　
神青協醵出金 82,500円
近畿地区負担金 125,000円
神青協年賀広告費 3,000円
ホームページ年間維持費
青垣発行　鎮守の杜購入　勉強会
皇居勤労奉仕「青垣奉仕団」助成
慶弔費　振込手数料他

神 事 費

会 議 費
事 務 費
会 員 派 遣 費

負 担 金

宣 布 費
事 業 費
特 別 事 業 費
雑 費
予 備 費
歳 出 合 計

玉串料
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編
集
後
記 新

入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介

かなやま　としゆき

金山 敏之

青 垣平成３1年１月１日 （１６）第55号

　
会
報
︵
青
垣
︶
五
十
五
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
�
先
ず
は
ご
寄
稿
�
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
�

　
昨
年
は
�
七
月
の
豪
雨
災
害
に
は
じ
ま
り
�
大
阪
北
部
地
震
�
台
風
被
害
�
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
�猛
暑
と
云
�
た
自
然
災
害
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
�

　
こ
の
よ
う
な
自
然
の
脅
威
に
対
し
て
�
古
来
よ
り
日
本
人
は
畏
れ
を
感
じ
�
神

様
に
祈
り
を
捧
げ
て
き
ま
し
た
�
こ
れ
が
神
道
の
起
源
で
あ
り
�
我
々
神
道
人
の

基
で
あ
り
ま
す
�

　
当
会
に
お
い
て
も
�八
月
に
は
�神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
主
催
の
﹁
愛
媛
県

被
災
地
区
復
興
支
援
﹂
に
参
加
し
�
鎮
守
の
杜
が
復
興
す
れ
ば
�
祈
り
の
場
所
と

し
て
�
そ
の
地
域
の
人
々
の
心
の
拠
り
所
と
な
り
力
に
な
れ
る
と
の
思
い
か
ら
�

被
災
し
た
地
域
の
神
社
の
復
興
に
微
力
な
が
ら
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
�

　
さ
て
�
本
年
の
五
月
に
は
新
帝
が
ご
即
位
さ
れ
�
新
た
な
御
代
が
始
ま
り
ま
す
�

平
成
の
三
十
年
間
は
�
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
と
言
�
た
情
報
ツ
�
ル
の

飛
躍
的
な
進
歩
に
よ
り
�
日
本
人
の
社
会
習
慣
が
劇
的
に
変
化
し
て
い
�
た
時
代

で
は
な
い
で
し
�
う
か
�
そ
れ
は
�
神
道
界
に
も
通
じ
る
事
で
�
旧
前
の
社
会
組

織
の
崩
壊
に
よ
る
氏
子
組
織
の
変
化
�
情
報
の
利
便
性
の
向
上
に
よ
る
神
社
と
参

拝
者
の
関
わ
り
方
の
変
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
�

　
不
易
と
流
行
と
云
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
�
神
道
に
お
い
て
も
護
る
べ
き
も
の

は
護
り
つ
つ
も
�
時
代
に
即
し
た
社
会
と
の
関
わ
り
方
を
模
索
し
�
そ
の
為
に
�

日
々
の
神
明
奉
仕
に
追
わ
れ
る
の
で
は
無
く
�
様
々
な
事
象
の
興
味
を
持
ち
�
広

い
視
野
を
持
つ
よ
う
心
が
け
ね
ば
と
感
じ
ま
す
�
　
　
　
　
︵
広
報
部
　
　
鉾
︶

平
成
三
十
年
度

①
生
年
月
日　

②
座
右
の
銘　

③
趣
味　

④
休
日
の
過
ご
し
方　

⑤
ひ
と
こ
と

平成29･30年度　奈良県神道青年会　組織図

総会 理事会 多田　佳史
会長

高井　春明
神田　憲明

監事

【神道青年全国協議会】

代議員：多田佳史・樋口忠親      
時局対策員：多田佳史      

理事：多田佳史・上谷義房      
事業委員：平田佳誉・鈴鹿迪胤      
事務局長（30 年度）：井関亮輔      

委員長：樋口忠親     
事務局：畑中秀嗣     
委員：森山芳寛　藤木宏昭     

団長：越智康介     
副団長：大森啓史     
事務局員：林哲也・尾田交之     

委員：大森啓史・神田憲明

【神道青年近畿地区連絡協議会】 【皇居勤労奉仕推進委員会】 【かたりべまほろば】

【神宮大麻頒布推進委員】

出向理事

上谷　義房
事務局長

樋口　忠親
副会長

越智　康介
副会長

水島　和良
事務局会計

久保田 昌伯
事務局員

髙鉾　義嗣
広報部長

西田　周司
副部長

橿原会員
部員

平田　佳誉
事業部長

鈴鹿迪胤・林正裕
副部長

鈴木 健太郎
渉外部長

井関亮輔・稲熊憲彦
副部長

大森　啓史
組織教化部長

林哲也・尾田交之
副部長

諸社会員
部員

春日会員
部員

大神会員
部員

奈
良
県
神
道
青
年
会
　
理
事
役
員
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分 掌
事 業 部
渉 外 部

組織教化部 
広 報 部

会則施行細則第 4条による会務の分掌事項
企画・研修・社会奉仕・親睦に関する事項
神青協・近畿神青・友好団体との連繋協賛活動に関する事項
 
青少年団体教化・賛助会員に関する事項
機関紙並印刷物発行・街頭活動・対外的な広報に関する事項

行事予定
親睦ゴルフ（１１月）　勉強会企画（年３回目安）
三神青野球（５月） 南都聖和会（１０月） 
姉妹神青交流事業　近畿ゴルフ（３月）        
神話紙芝居団かたりべまほろば（随時）
会報青垣作成（原稿写真依頼）　ホームページ管理

大神神社

役　

職

奉
務
神
社

氏　

名

会　

長

副
会
長

副
会
長

事
務
局
長

会　

計

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

監　

事

監　

事

橿
原
神
宮

春
日
大
社

廣
瀬
神
社

大
神
神
社

大
神
神
社

春
日
大
社

春
日
大
社

龍
田
大
社

往
馬
坐
伊
古
麻
都
比
古
神
社

石
上
神
宮

大
神
神
社

等
彌
神
社

橿
原
神
宮

橿
原
神
宮

高
鴨
神
社

荒
神
社

大
神
神
社

御
霊
神
社

多
田　

佳
史

越
智　

康
介

樋
口　

忠
親

上
谷　

義
房

水
島　

和
良

鈴
木
健
太
郎

井
関　

亮
輔

稲
熊　

憲
彦

大
森　

啓
史

平
田　

佳
誉

林　
　

哲
也

久
保
田
昌
伯

尾
田　

交
之

髙
鉾　

義
嗣

西
田　

周
司

鈴
鹿　

迪
胤

林　
　

正
裕

髙
井　

春
明

神
田　

憲
明

薬
園
八
幡
神
社

奈
良
県
神
社
庁

かみはら　けいすけ

神原 啓助春日大社

ち　どり　すけむね

千鳥  祐宗春日大社

おおつか　けいしょう

大塚 敬彰石上神宮

①平成8年1月9日　②因果応報
③読書 散歩　④親孝行
⑤至らぬ点も多々あるかと思いますが、よろしく
お願い致します。

①平成6年2月26日
②袖振り合うのも多生の縁
③散歩　④美術展やライブにゆくこと。
⑤どうぞよろしくお願いします

①平成7年7月15日　②試行錯誤
③バイク、温泉、焚き火
④ツーリング、pcゲーム
⑤よろしくお願い致します。

①平成6年6月26日
②辛くても悲しくても笑顔でいなさい、それがいつか他の人を救うから
③バスケットボール、映画鑑賞、雑貨屋巡り、森林浴、温泉巡り
④バスケットボール、温泉巡り
⑤遥か東北、出羽の地よりまいりました。まだまだ新参者ではありま
　すが、持ち前の明るさで青年会を盛り上げていきたいと思います。


